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福井市大学生Ｕ・Ｉターン就職促進事業企画運営業務仕様書 

 

１ 業務名 

福井市大学生Ｕ・Ｉターン就職促進事業企画運営業務 

 

２ 目的 

県内外の大学生を対象に、市内企業の魅力を伝え、福井で働くことを考える機会とする事業を開

催し、大学生の市内企業への就職を促進する。 

 

３ 業務期間 

 契約締結の日から令和６年２月２９日まで 

 

４．業務委託費用の上限額 

 費用の上限額は、金１，５５１，０００円（消費税を含む。）とする。 

 

５ 業務委託内容 

 受注者は、福井市大学生Ｕ・Ｉターン就職促進事業として開催する、「ふくいＵ・Ｉターンサマー

キャンプ」及び「企業訪問ツアー」の企画及び運営に係る業務を行う。企画については、大学生の声

を取り入れ、大学生の市内中小企業への就職意欲が高まり、かつ、今後の就職活動に役立ち、大学生

の参加意欲が高まるよう工夫したプログラムとする。 

（１）概要は下記のとおりとする。いずれも、原則として対面での開催とする。 

  ①ふくいＵ・Ｉターンサマーキャンプ 

   ⅰ）開催日  令和５年８月１８日（金）、２１日（月）～２４日（木）の５日間 

    ⅱ）対象   県内外の大学生３０名程度 

（学年、出身、居住地不問。就職内定承諾者不可。） 

   ②企業訪問ツアー 

    ⅰ）開催時期 １２月～２月（発注者と受注者が協議の上決定） 

    ⅱ）開催日数 １日間×４回又は２日間×２回 

    ⅲ）対象   県内外の大学生合計４０名 

（学年、出身、居住地不問。就職内定承諾者不可。） 

 

（２）各回のプログラムには下記の内容を必ず盛り込むこと。 

  ①福井市内の企業訪問を行うこと。訪問時間は１社あたり２時間以上とする。ふくいＵ・Ｉタ

ーンサマーキャンプについては、１人４社以上の企業訪問を行うこと。 

  ②参加学生が企業訪問を行うための下準備となる内容を盛り込むこと。 

  ③ふくいＵ・Ｉターンサマーキャンプについては、福井への就職意欲を持続・向上させるた

め、終了後の参加者へのアフターフォローを行うこと。（オンラインでの実施を可とする。） 
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（３）発注者と受注者の業務分担は下表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）発注者と受注者の費用分担は下表のとおりとする。なお、下表に定めのない事項における費

用分担については、双方で協議し決定する。 

 

（５）受注者は、業務の実施にあたり、次の事項を守って行うこと。 

  ①学生による資料の作成が必要なプログラムについては、作成例やフォームを学生に対して提

示するなど、作成補助を行うこと。また、提示においては、事前に発注者の許可を得ること。 

②参加学生同士が交流を図れるようサポートを行うこと。 

③外部の講師を依頼する場合には、委託料から講演料等経費を講師に支払うとともに、源泉徴収

等の手続きを行うこと。 

④集客のための広報手段を提案すること。 

   ※広報等の経費については業務委託費用には含まないこと。 

⑤その他、イベント全体の企画運営において各種提案を行うこと。 

⑥円滑な業務を遂行するために、担当となる専門スタッフを確保し、業務の一元管理を行うこ

と。 

⑦①～⑥に定めるほか、トラブル等が発生した場合は、速やかに必要な対策を講じること。 

 

６ 業務完了報告 

 本業務の完了後、速やかに書面にて行うこと。 

 

 

７ 検収 

 業務期間が終了した後、業務完了報告書の確認をもって検収とする。 

発注者（市） 受注者 

・会場の手配 

・企業訪問先の選定・依頼 

・参加学生募集 

・企業訪問に係る移動手段の手配 

・参加学生、企業との連絡調整 

・当日の運営補助 

・プログラムの企画・作成 

・当日の運営 

・アフターフォロー（ふくいＵ・Ｉタ

ーンサマーキャンプ） 

【双方が協力して行う】 

・事業関係者への協力依頼 

・企業訪問の随行 

発注者（市） 受注者 

・会場使用料 

・企業訪問先の選定・依頼に要する費用 

・参加学生募集の広報に要する費用 

・企業訪問時の移動手段に係る費用 

・参加学生の保険料 

・プログラムの企画・作成に要する費用 

・当日の運営に要する費用 

（※外部講師等への謝礼を含む。） 

・アフターフォローに要する費用 

・企業訪問の随行に係る人件費 

（※企業訪問１コマにつき１人分） 
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８ 支払方法 

受注者は発注者の検収後、請求書を提出すること。発注者は、受注者より請求書の提出を受けた

場合、３０日以内に委託料を支払うものとする。また、前金払いは行わないものとする。 

 

９ 業務の適正な実施に関する事項 

（１） 関係法令の遵守 

受注者は、委託業務の実施にあたり関連する法令等を遵守すること。 

（２） 業務の一括再委託の禁止 

受注者は、受注業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることができない。ただし、

業務を効率的に行う上で必要と思われる業務については、発注者と協議の上、業務の一部を

委託することができる。 

（３） 個人情報保護等 

受注者が本委託業務を行うにあたって個人情報を取り扱う場合には、個人情報の保護に関す

る法律（平成１５年法律第５７号）に基づき、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及び

棄損防止その他個人情報の保護に努めること。 

（４） 守秘義務 

受注者は、本委託業務を行うにあたり、業務上知り得た秘密を他に漏らし、又は他の目的で

利用することはできない。また、委託業務終了後も同様とする。 

（５）契約不適合責任 

本業務の完了後において、契約不適合などが発見された場合、受注者は、発注者に対し、速や

かに回復に向けた手続きについての報告をするとともに、必要な手続きをとるものとする。そ

れに要する費用は、受注者の負担とする。 

 

１０ その他 

本仕様書に記載されていない事項や社会情勢に伴う委託業務内容の変更については、双方で協議

し決定する。ただし、軽微な事項については、発注者の指示に従うものとする。 

 


